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(57)【要約】
【課題】
　ユーザの潜在的に所望するＶＯＤタイトルを、様々な
操作履歴から抽出した嗜好情報に基づき、迅速に提供す
ることによりユーザの負担を減らし、VODサービスの利
用を促進することが可能な放送受信端末を提供すること
にある。
【解決手段】
　視聴履歴、パッケージタイトル、アクセスサイト、メ
ールなどの操作履歴を記録する履歴情報記憶部からユー
ザ嗜好を抽出し、抽出したユーザ嗜好をもとにＶＯＤタ
イトルを推薦する。推薦ＶＯＤタイトル情報と録画番組
表や電子番組表などの端末独自の機能を提供するユーザ
インタフェースを同一画面に表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送波によるデジタルテレビサービスを受信する放送波受信手段と、
　インターネットによるビデオオンデマンドサービスを受信するインターネット通信手段
と、
　画像表示部と、
　を備えた放送受信端末であって、
　所定の機能を提供するユーザインタフェースと前記ビデオオンデマンドサービスの特定
のタイトル情報を前記画像表示部の同一画面上に表示することを特徴とする放送受信端末
。
【請求項２】
　請求項１に記載の放送受信端末であって、
　ビデオオンデマンドサービスの特定のタイトル情報を表示する際に、静止画像または動
画像の少なくとも少なくとも一方を使用することを特徴とする放送受信端末。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の放送受信端末であって、表示するビデオオンデマンドサ
ービスのタイトル情報はユーザーの操作履歴から抽出した嗜好情報を反映したものである
ことを特徴とする放送受信端末。
【請求項４】
　請求項３に記載の放送受信端末であって、ユーザの嗜好情報は、デジタル放送の視聴履
歴、デジタル放送の録画履歴、パッケージタイトルの再生履歴、インターネットアクセス
サイトの接続履歴、または、送受信したメールのテキスト情報履歴の少なくとも1つから
抽出したものであることを特徴とする放送受信端末。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の放送受信端末であって、所定の機能を提
供するユーザインタフェースは、電子番組表、または録画番組表の少なくとも一つである
ことを特徴とする放送受信端末。
【請求項６】
　請求項１から請求項５の何れか一項に記載の放送受信端末であって、ユーザがビデオオ
ンデマンドサービスのタイトルを選択するとビデオオンデマンドサービスに接続され、前
記タイトルの再生を開始されることを特徴とする放送受信端末。
【請求項７】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の放送受信端末であって、ユーザがビデオ
オンデマンドサービスのタイトルを選択すると、前記タイトルの詳細情報を表示し、ユー
ザが視聴を指示すると、自動的にビデオオンデマンドサービスに接続し、前記タイトルの
再生を開始することを特徴とする放送受信端末。
【請求項８】
　請求項３から請求項７のいずれか一項に記載の放送受信端末であって、装着する外部記
録媒体ごとに異なるユーザの操作履歴を記憶し、異なるユーザの嗜好情報を反映すること
を特徴とする放送受信端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧縮された映像、音声によるテレビ放送サービスを受信し、復号表示する放
送受信端末に関し、特に放送波によるテレビ放送サービスとインターネットによるビデオ
オンデマンド（以下、ＶＯＤ）サービスに対応した放送受信端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＶＯＤタイトル推薦表示装置としては、外部記録媒体に記録された視聴情報から
視聴者の嗜好を分析し、分析した結果にしたがって、タイトル推薦情報を生成し、表示す
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る技術が開示されている（例えば、特許文献１参照）。また、さらに現在録画されている
番組情報からキーワードを抽出し、キーワードに合致したＶＯＤタイトルのうち、録画番
組と重複したものを除去し、表示する技術が開示されている（例えば、特許文献２参照）
。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－９４１１５号公報
【特許文献２】特開２００７－１２４４６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１、特許文献２に記載の技術は、ともに過去の放送視聴履歴を
もとにＶＯＤタイトルを推薦するものであり、パッケージソフト（例えば市販のビデオソ
フト）の視聴履歴やインターネットページのアクセス履歴、またはメール情報からユーザ
の嗜好情報を抽出することはできなかった。
【０００５】
　また、特許文献２に記載の技術は、現在の録画番組と重複するものを推薦対象から除去
するので、録画番組を消去すると重複しなくなり、推薦対象となってしまうといった課題
があった。
【０００６】
　また、特許文献１、特許文献２に記載のものは、ＶＯＤタイトルを推薦表示するのみで
あり、推薦されたタイトルに関する詳細情報、例えば課金情報などを確認できない、とい
った課題があった。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、ユーザが潜在的に所望するＶＯＤタイトルを、様々な操作履
歴から抽出した嗜好情報に基づき、迅速に提供することにより、ユーザが所望のＶＯＤタ
イトルを検索する操作の負担を減らし、ＶＯＤタイトルを視聴してもらう機会を増やすこ
とにより、ＶＯＤサービスの利用を促進することが可能な放送受信端末を提供することに
ある。
【０００８】
　また、本発明の他の目的は、対象となるＶＯＤタイトルに関する詳細情報を提供するこ
とにより、ユーザが視聴するか否かの判断の補助となる情報を提供するとともに、簡易な
操作でＶＯＤタイトルを視聴可能な放送受信端末を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、例えば、放送受信端末は、放送波によるデジタルテレビサ
ービスを受信する放送波受信手段と、インターネットによるビデオオンデマンドサービス
を受信するインターネット通信手段と、画像表示部と、を備え、所定の機能を提供するユ
ーザインタフェースと前記ビデオオンデマンドサービスの特定のタイトル情報を前記画像
表示部の同一画面上に表示する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、例えば、視聴履歴、パッケージタイトル、インターネットアクセスサ
イト、メールなどの操作履歴からユーザ嗜好を抽出することが可能であり、ユーザの多方
面の嗜好情報をもとにＶＯＤタイトルを推薦することが可能である。
【００１１】
　また、例えば、録画番組表や電子番組表などの端末独自の機能を提供するＧＵＩと推薦
するＶＯＤタイトル情報を同一画面に表示するため、ユーザの嗜好に合致したＶＯＤタイ
トルがユーザの目にとまる機会が多くなり、潜在的なＶＯＤタイトル視聴欲求を掘り起こ
すことにより、VODサービスの利用を促進することが可能である。
【００１２】
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　また、例えば、推薦するＶＯＤタイトルの詳細情報、例えば画像、音声などを表示、出
力することができ、ユーザのＶＯＤタイトルに関する理解度を促進するとともに、興味を
引くことができ、また、ユーザの視聴判断を簡易にすることが可能である。
【００１３】
　また、例えば、外部記録記憶媒体ごとに操作履歴部を具備するので、複数のユーザの操
作履歴を管理することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施例につき図面を用いて説明する。なお、本発明は図示に限定される
ものではない。
【実施例１】
【００１５】
　図１は、本実施例にかかる放送受信端末の構成を示す構成図である。図１において、10
0は放送受信端末、101は放送受信手段、102は履歴情報記憶部、103は嗜好情報抽出部、10
4はVODタイトル推薦部、105はVODタイトル情報描画部、106は録画番組記憶部、107は録画
番組管理部、108は録画番組情報描画部、109はEPG記憶部、110はEPG管理部、111はEPG描
画部、112は、画面合成部、113は映像再生部、114は通信手段、120は画像表示部、115はV
ODサーバー、116はタイトル情報データベース（以下ＤＢ）、117はタイトル詳細情報ＤＢ
、118はタイトル映像ＤＢである。
【００１６】
　次に、動作について説明する。放送受信端末１００は、放送受信手段１０１よりＥＰＧ
を受信しEPG記憶部１０９に記憶する。ＥＰＧ記憶部１０９に記憶された情報はEPG管理部
１１０により管理される。
【００１７】
　ユーザ操作、または予約録画等の指示により、放送受信手段１０１より放送を受信し、
録画映像記憶部１０６に録画映像を記憶する。録画映像記憶部１０６に記憶された情報は
録画映像管理部１０７により管理される。
【００１８】
　視聴、録画、さらにパッケージソフトの再生情報、インターネットへのアクセス情報、
メール記載情報などのユーザの操作履歴は履歴情報記憶部１０２に記憶される。
【００１９】
　視聴履歴、録画履歴、パッケージタイトル再生履歴、インターネットのアクセス履歴、
メール送受信履歴などの操作履歴は、履歴情報記憶部１０２に記憶される。ユーザが放送
受信端末１００に対し端末独自の機能を操作するためのユーザインタフェースを表示する
場合の動作を説明する。
【００２０】
　嗜好情報抽出部１０３は、履歴情報記憶部１０２に記憶された情報より、例えば以下の
動作によりユーザの嗜好情報を抽出する。視聴履歴は、選局され一定時間視聴した番組の
情報を嗜好項目として記憶する。番組情報は、ＥＰＧから抽出した番組名、番組ジャンル
、シリーズ名、出演者名などである。
【００２１】
　複数の視聴履歴から出現頻度の高い嗜好項目についてユーザの嗜好性が高いと判断する
。
【００２２】
　録画履歴は、録画した番組の情報を嗜好項目として記憶する。番組情報は、視聴履歴と
同様である。さらに、録画したが再生していない、あるいは録画したが一部しか再生して
いない、といった情報を嗜好外項目として記憶する。
【００２３】
　複数の視聴履歴の中から、出現頻度の高い嗜好項目についてユーザの嗜好性が高いと判
断し、出現頻度の高い嗜好外項目についてユーザの嗜好性が低いと判断する。
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【００２４】
　パッケージタイトルの視聴履歴は、例えば米国特許第6,061,680号に、任意のＣＤパッ
ケージメディアのタイトル情報を取得する方法が開示されている。これと同様の仕組みを
用いて様々なパッケージメディアのタイトル情報を取得することが可能であり、嗜好項目
としてタイトル名またはアルバム名、出演者名またはアーティスト名、ジャンル、シリー
ズ情報などを記憶する。
【００２５】
　複数の視聴履歴から出現頻度の高い嗜好項目についてユーザの嗜好性が高いと判断する
。
【００２６】
　アクセスサイトの接続履歴は、アクセスしたサイトの名称、ジャンル、選択されるキー
ワード、検索されるキーワードを嗜好項目として記憶する。複数の接続履歴から出現頻度
の高い嗜好項目についてユーザの嗜好性が高いと判断する。キーワードに関しては、辞書
を用い、類義語を同一と判断してもよい。
【００２７】
　メールのテキスト情報履歴は、メール本文中に現れる人名やコンテンツタイトル名を含
む固有名詞などのキーワードを嗜好項目として記憶する。言語解析機能があれば否定を含
む文中のキーワードを嗜好外項目として記憶することも可能である。
【００２８】
　以上のように、各々の操作履歴で出現頻度の高い嗜好項目を嗜好性が高いと判断しても
よいが、複数の操作履歴種別にまたがって出現頻度の高い嗜好項目は、より嗜好性が高い
と判断することが可能となる。同様に複数の操作履歴種別にまたがって出現頻度の高い嗜
好外項目は、より嗜好性が低いと判断することが可能となる。
【００２９】
　また、嗜好性が高い、すなわち出現頻度の高い嗜好項目を元にした検索結果に対し、複
数の視聴履歴から既視聴済のタイトルを除去したり、嗜好性が低い、すなわち出現頻度の
高い嗜好外項目に合致するタイトルを除去して、ユーザに提示することができる。
【００３０】
　また、アクセスサイト、メールの操作履歴で出現頻度の高いキーワードである嗜好項目
は、視聴履歴、録画履歴、パッケージタイトル視聴履歴に出現しない嗜好項目の可能性が
あり、より嗜好性を高くすることにより、ユーザに対し多角的な提示を行うことが可能で
ある。
【００３１】
　すなわち、操作履歴から類推すると嗜好性が高そうだが、ユーザが対象に気がつかない
ときに気づきを促すことができる。
【００３２】
　なお、嗜好性が高いと判断される上位複数のタイトルをランダムに提示することにより
、毎回、同じものを提示しないようにできる。また、何度提示しても選択されないものは
、既視聴済、あるいは嗜好が低いタイトルとして、操作履歴に反映してもよい。
【００３３】
　さらに、現在の日時から一定期間以内の出現頻度が高い嗜好項目と最近の嗜好、一定期
間以前に出現頻度が高かった嗜好項目を過去の嗜好と判断し、過去、現在、潜在的ごとの
嗜好に合う提示内容をランダムに行うことにより、毎回同じ内容が提示されることを回避
できる。
【００３４】
　選択され視聴したＶＯＤタイトルの視聴履歴は、ＶＯＤ配信サーバ側で放送受信端末を
特定することにより視聴履歴を管理可能なので、サーバー側で放送受信端末を認識し、自
動的に提示タイトルの検索対象から除去すればよい。また、放送受信端末側の視聴履歴と
して記録し、嗜好情報に反映することにより放送受信端末側で処理することも可能である
。
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【００３５】
　上述した方法の他に複数の異なる操作履歴から嗜好情報を抽出する方法として、例えば
特許文献３（特許３７１４３１０号公報）が報告されているが、本発明に用いる嗜好抽出
方法これらに限定されるものではない。
【００３６】
　VODタイトル推薦部１０４は、通信手段１１４を介しVODサーバー１１５に接続し、タイ
トル情報ＤＢ１１６より嗜好情報に合致するＶＯＤタイトルを抽出する。
【００３７】
　VODタイトル情報描画部１０５は、VODタイトル推薦部１０４より入力された推薦タイト
ルに関する情報について、通信手段１１４を介しVODサーバー１１５に接続し、タイトル
詳細情報ＤＢ１１７より推薦するＶＯＤタイトルの詳細情報を取得し、描画する。
【００３８】
　ここで、ユーザが放送受信端末１００に対し行う操作が番組検索を行うための番組表の
表示の場合は、ＥＰＧ描画部１１１は、ＥＰＧ管理部１１０よりＥＰＧ記憶部１０９に記
憶したＥＰＧを読出し、描画する。
【００３９】
　画面合成部１１２は、VODタイトル情報描画部１０５の画像とＥＰＧ描画部１１１の画
像を合成し、同一のユーザインタフェースとして、画像表示部１２０に表示する。
【００４０】
　ここで、ユーザが放送受信端末１００に対し行う操作が録画番組検索を行うための録画
番組表の表示の場合は、録画番組情報描画部１０８は、録画番組管理部１０７より録画番
組記憶部１０６に記憶した録画番組情報を読出し、描画する。
【００４１】
　画面合成部１１２は、VODタイトル情報描画部１０５の画像と録画番組情報描画部１０
８の画像を合成し、同一のユーザインタフェースとして画像表示部１２０に表示する。
【００４２】
　次に画像表示部１２０に表示するユーザインタフェースについて説明する。図２は本実
施例にかかる放送受信端末のユーザインタフェースのひとつ電子番組表を示す図である。
図２において、２０１は電子番組表ユーザインタフェース、２０２は電子番組表、２０３
は推薦ＶＯＤタイトル１の情報、２０４は推薦ＶＯＤタイトル２の情報、２０５は推薦Ｖ
ＯＤタイトル３の情報である。
【００４３】
　画面合成部１１２が、VODタイトル情報描画部１０５の画像とＥＰＧ描画部１１１の画
像を合成し、同一のユーザインタフェース画面として、画像表示部１２０に表示した例で
ある。
【００４４】
　図３は本実施例による放送受信端末のユーザインタフェースのひとつ録画番組表を示す
図である。図３において、３０１は録画番組表ユーザインターフェース、３０２は録画番
組表、２０３は推薦ＶＯＤタイトル１の情報、２０４は推薦ＶＯＤタイトル２の情報、２
０５は推薦ＶＯＤタイトル３の情報である。
【００４５】
　画面合成部１１２が、VODタイトル情報描画部１０５の画像と録画番組情報描画部１０
８の画像を合成し、同一のユーザインタフェース画面として、画像表示部１２０に表示し
た例である。
【００４６】
　次にVODタイトル推薦部１０４が通信手段１１４を介しVODサーバー１１５に接続し、タ
イトル情報ＤＢ１１６より取得するタイトル情報について説明する。
【００４７】
　図４はＶＯＤタイトル情報テーブルを示した説明図である。
【００４８】
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　ＶＯＤタイトル情報テーブル４００は、タイトル名、ジャンル、付加情報、課金情報、
紹介用データアドレス、ＶＯＤタイトルアドレスなどが記録されている。VODタイトル情
報描画部１０５が、ＶＯＤタイトル情報テーブル４００に記録されている紹介用データア
ドレスから静止画像や動画像、音声を取得し、描画した後に、画面合成部１１２でＥＰＧ
描画部１１１や録画番組情報描画部１０８の画像と合成し、画像表示部１２０に同一のユ
ーザインタフェースとして、表示する。
【００４９】
　このとき、ユーザ操作によってＶＯＤタイトルが選択していない状態では静止画像を表
示し、選択された状態では、動画像、および音声を出力する、といった制御も可能である
。さらに、例えばリモコンの十字カーソルなどを用い、推薦ＶＯＤタイトル情報１（２０
３）を選択し決定すると、映像再生部１１３は自動的に通信手段１１４、ＶＯＤサーバー
１１５を介し、ＶＯＤタイトルアドレスに記載されたタイトル映像ＤＢ１１８に接続し、
再生を開始するといった制御も可能である。
【００５０】
　このとき、画像表示部１２０に表示される画像は、画面合成部１１２の画像から映像再
生部１１３の再生映像に切り換わる。音声を伴う場合も同様に切り換わる。
【００５１】
　次に、ユーザに対し推薦するＶＯＤタイトルの詳細情報を通知する場合を説明する。
VODタイトル情報テーブル３（４０３）においては、付加情報や課金情報が記載されてい
る。このような場合、全ての情報を推薦ＶＯＤタイトル情報１（２０３）上に表示するに
は表示面積の制限があり難しい。また、課金を伴うＶＯＤタイトルを視聴する場合、一般
的にユーザの視聴承認を要する場合が多い。
【００５２】
　ユーザが該タイトルを視聴すると判断し、例えばリモコンの決定ボタンを用い選択した
場合、ＶＯＤサービスを提供するポータルサイトに接続された後でないと、該ＶＯＤタイ
トルの視聴には課金承認が必要であることを知ることができないのでは、使い勝手を損な
う。
【００５３】
　そこで、ユーザにとって視聴するか否かの判断を行うのための画面制御について説明す
る。図５はVODタイトル情報テーブル３（４０３）のタイトルを選択した場合の画面を説
明したものである。推薦ＶＯＤタイトル情報３（２０５）を選択すると、VODタイトル情
報テーブル３（４０３）の情報を記載したVODタイトル詳細情報ポップアップ５０１を表
示する。
【００５４】
　ここで、ユーザはＶＯＤポータル画面への画面遷移を伴わず、７２時間の視聴課金を承
認する視聴選択１ボタン５０２を選択するか、ダウンロードの視聴課金を承認する視聴選
択２ボタン５０３を選択するか、視聴を行わない視聴選択３ボタン５０４の選択を行うこ
とが可能となる。
【００５５】
　本実施例において、タイトル情報ＤＢ１１６、タイトル詳細情報ＤＢ１１７、タイトル
映像ＤＢ１１８は個別の構成で記載しているが、この限りではない。
【実施例２】
【００５６】
　図６は、本実施例に係る放送受信端末の構成を示す構成図である。実施例１と共通部分
についての説明は省略し、本実施例特有を中心に説明する。
【００５７】
　１０２ａは履歴情報記憶部A、１０２ｂは履歴情報記憶部B、６０１ａは外部記憶媒体A
、６０１ｂは外部記憶媒体Bである。
【００５８】
　放送受信端末１００は、複数の履歴記憶部を持ち、外部記憶媒体A（６０１ａ）が装着
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されている場合は履歴記憶部A（１０２ａ）に操作履歴を記憶し、履歴記憶部A（１０２ａ
）から嗜好を抽出し、外部記憶媒体Ｂ（６０１ｂ）が装着されている場合は履歴記憶部Ｂ
（１０２ｂ）に操作履歴を記憶し、履歴記憶部Ｂ（１０２ｂ）から嗜好を抽出する。
【００５９】
　このように装着する外部記憶媒体を切り換えることにより、複数のユーザの操作履歴を
使用することが可能である。
【００６０】
　本実施例ではユーザ数が２の場合を説明したが、外部記憶媒体ごとに履歴情報記憶部を
設ければ、３以上のユーザ数に対応することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】実施例１の構成を示したブロック図である。
【図２】実施例１の電子番組表を示した図である。
【図３】実施例１の録画番組表を示した図である。
【図４】実施例１のＶＯＤタイトル情報テーブルを示した図である。
【図５】実施例１の電子番組表の動作を示した図である。
【図６】実施例２の構成を示した説明図である。
【符号の説明】
【００６２】
１００…放送受信端末、１０１…放送受信手段、１０２…履歴情報記憶部、１０３…嗜好
情報抽出部、１０４…ＶＯＤタイトル推薦部、１０５…ＶＯＤタイトル情報描画部、１０
６…録画番組記憶部、１０７…録画番組管理部、１０８…録画番組情報描画部、１０９…
ＥＰＧ記憶部、１１０…ＥＰＧ管理部、１１１…ＥＰＧ描画部、１１２…画面合成部、１
１３…映像再生部、１１４…通信手段、１１５…ＶＯＤサーバー、１１６…タイトル情報
ＤＢ、１１７…タイトル詳細情報ＤＢ、１１８…タイトル映像ＤＢ、１２０…画像表示部
、２０１…電子番組表ユーザインタフェース、２０２…電子番組表、２０３…推薦ＶＯＤ
タイトル１の情報、２０４…推薦ＶＯＤタイトル２の情報、２０５…推薦ＶＯＤタイトル
３の情報、３０１…録画番組表ユーザインターフェース、３０２…録画番組表、４００…
ＶＯＤタイトル情報テーブル、４０１…ＶＯＤタイトル情報テーブル１、４０２…ＶＯＤ
タイトル情報テーブル２、４０３…ＶＯＤタイトル情報テーブル３、５０１…ＶＯＤタイ
トル詳細情報ポップアップ、５０２…視聴選択１ボタン、５０３…視聴選択２ボタン、５
０４…視聴選択３ボタン、１０２ａ…履歴記憶部Ａ、１０２ｂ…履歴記憶部Ｂ、６０１ａ
…部記憶媒体Ａ、６０１ｂ…外部記憶媒体ｂ
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